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11･-KTa03における,光ルミネセンスLの時間分解分光

大久保 敦

KTaO,では ､液体窒素過度でバンドギャップ光 (3.5eV)励起により､2.6eV付近にピークを持つプロ-ドな

ルミネセンスが枚沸されており､これは､ドナーアクセプタ対 (DAP)の再結創こよるものであると考えられている｡ ｣ 棺

にD^Pによる発光については､t-SHIFT (発光スペクトルのピーク付属の時間変化)の存在が指摘されているが､こ

のシフト圭は呼体結晶の絹物作に依存する｡本研究は､KT80,のルミネセンスについて晴間分解分光をおこない､t-S

fH FTについてKTaO-の物性とあわせて考案する｡

KTaO｡の発光については､Thomasらにより示されたDAP発光の式に､DAPと杓子との相互作･用の劾r:を耶り

入れた以下の式を用いて考えた｡
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図1は､これを用いてt-SHIFTの様子を誘電軍の開和としてコンピューターシミュレーションを行ったものである｡

この結果から､t-SHIFTの変化圭が､DAPの再結合確宰WJ)aXとき発電事Eに依存することが明らかになった｡

実!削ま､励起光にN2パルスレーザーを用い､発光の様子は､~コンピューターに取り込んだのち械拝した｡滞在結果は簡単

な指数関数では蓑されず､DAPによる発光であることを示している｡同2にこれをスペクトルの時間変化として表す｡ピー

クのfq.掛ま500ILSで0.02eVほどシフトしており､これから､DAP再結合に寄与する誘電率はE=14であること

が､計掛こよって得られた｡この債はKTaO,のこの絹度における辞的誘電率800に比べたいへん小さく､むしろ光学的

誘電率5.3に近い｡このことから､DAP発光に寄与する誘電率は､一般に言われている静的なものよりも小さくなる可能

作のあることがわかり､これは発光現象にイオンの変位が追枯しきれないためであろう｡

また,図2からはスペクトルの高エネルギー部 (2.9eV)に遠い減索を示す成分の存在がわかる｡この滅軌ま精粋関数

でFitiingでき､時定数は3ps程度である.これは､スベクトJL'がブロードであることから､局在したェキシトンに

よるものであると考えられる｡
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